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一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
、
学
生
同
人
に
よ
る
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
旬
刊
と
し
て
発
刊
、
そ
の
後
、
普
通
新
聞
紙
大
・
週
刊
へ

と
移
行
し
、
関
東
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
る
も
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
理
事
会
を
創
立
、
そ
の
頃
か
ら
大
き

な
躍
進
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
が
「
帝
國
大
學
新
聞
」
で
あ
る
。
発
行
部
数
は
最
高
六
万
部
を
記
録
し
、
一
九
二
五
（
大
正
一

四
）
年
の
段
階
で
は
四
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
紙
面
も
、
昭
和
期
に
入
る
前
後
か
ら
徐
々
に
増
え
、
二
六
年
＝
六
ペ
ー
ジ
、
二
九

年
＝
八
ペ
ー
ジ
、
三
三
年
＝
一
〇
ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
は
一
二
ペ
ー
ジ
建
と
な
っ
た
（
参
照
＝

殿
木
圭
一
「『
帝
國
大
學
新
聞
』
の
歴
史
」『
帝
國
大
學
新
聞 
記
事
・
執
筆
者
索
引
』
一
九
八
五
・
五
、
不
二
出
版
）。
は
か

ら
ず
も
、
昭
和
一
〇
年
前
後
の
「
文
芸
復
興
」
期
に
、「
帝
國
大
學
新
聞
」
も
隆
盛
を
迎
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
「
帝
國
大
學
新
聞
」
に
お
い
て
、
本
号
の
特
集
で
あ
る
〈『
晩
年
』
前
後
〉
の
文
学
状
況
が
、
ど
の
よ
う
に
捕
捉
さ

れ
て
い
た
か
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
大
宅
壮
一
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
「『
復
興
』
漫
筆
」（
一
九
三
四
・
五
・
二

一
、
第
七
面
）
に
お
い
て
、《
近
頃
は
「
復
興
」
ば
や
り
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
掛
け
声
に
よ
つ
て
実
体
を
つ
く
り
出
さ
う

と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
さ
う
は
問
屋
が
お
ろ
さ
な
い
こ
と
は
、「
文
芸
復
興
」
の
例
に
徴
し
て
明
か
だ
》
と
し
、《「
純
文

芸
」
の
立
場
は
甚
だ
不
利
で
あ
る
》
と
い
う
悲
観
的
な
意
見
を
提
示
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
「
帝
國
大
學
新
聞
」
紙
上
で
は
、「
文
芸
復
興
」
や
「
純
文
学
」
の
行
く
末
に
、
比
較
的
楽
観
的
な
見

方
が
続
い
て
い
く
。
中
島
健
蔵
は
「
純
文
学
の 
舞  
合 
」（
一
九
三
五
・
六
・
一
七
、
第
九
面
）
で
、《
文
芸
復
興
の
声
は
、
実

��

�

は
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
懸
け
声
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
》
と
し
な
が
ら
、
大
宅
に
反
論
す
る
形
で
、《
そ
の
結
果
が
空
で
あ
つ

た
と
い
ふ
の
は
天
邪
鬼
の
呟
き
で
あ
る
。
私
は
、
飽
く
ま
で
期
待
を
棄
て
な
い
。
天
才
は
別
の
こ
と
で
あ
る
》
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
尾
崎
士
郎
は
《
純
文
芸
作
家
が
新
聞
小
説
に
進
出
し
て
来
た
》
こ
と
が
、《
純
文
学
的
要
素
の
上
に
大
衆
的
魅
力

を
期
待
す
る
傾
向
が
あ
ら
は
れ
て
き
た
こ
と
》
を
示
す
と
し
、《
一
つ
の
進
展
で
あ
る
と
見
て
い
ゝ
》
と
分
析
し
て
い
る
（「
新

聞
小
説
の
限
界
と
純
文
学
の
方
向
」
一
九
三
五
・
一
一
・
一
一
、
第
九
面
）。
さ
ら
に
、
舟
橋
聖
一
は
「
純
文
学
は
恢
復
す
る

か
」（
一
九
三
五
・
一
二
・
一
六
、
第
九
面
）
に
お
い
て
、《
新
聞
小
説
欄
》
で
《
純
文
学
者
の
進
出
と
い
ふ
現
象
が
見
ら
れ
、

相
当
の
収
穫
を
残
し
て
ゐ
る
》
と
し
、《
純
文
学
者
を
起
用
し
つ
ゞ
け
れ
ば
、
読
者
も
こ
れ
に
馴
染
む
に
き
ま
つ
て
ゐ
る
》
と

断
言
し
て
い
る
。

　

一
九
三
三
〜
三
五
（
昭
和
八
〜
一
〇
）
年
の
時
点
で
、「
純
文
学
」
の
行
く
末
に
悲
観
的
な
見
方
を
し
て
い
た
の
は
、
何
も
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大
宅
壮
一
ひ
と
り
に
限
ら
な
い
。
様
々
な
媒
体
に
お
い
て
、
板
垣
直
子
や
豊
島
与
志
雄
、
杉
山
平
助
ら
多
く
の
面
々
が
、「
文

芸
復
興
」
と
い
う
現
象
へ
懐
疑
的
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
。
し
か
し
、「
帝
國
大
學
新
聞
」
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
旧

制
高
校
生 　
　
 
帝
大
在
学
生 　
　
 
卒
業
生
を
媒
介
す
る
〈
イ
ン
テ
リ
層
が
読
む
新
聞
〉
と
い
う
特
殊
な
性
質
を
反
映
し
て

か
、「
文
芸
復
興
」
や
「
純
文
学
」
の
行
く
末
に
、〈
新
聞
〉
と
い
う
媒
体
に
注
目
し
な
が
ら
肩
入
れ
を
し
て
い
く
と
い
う
傾

向
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
こ
の
「
文
芸
復
興
」
の
時
流
に
乗
る
形
で
、
新
進
作
家
と
し
て
飛
躍
し
て
い
っ
た

帝
大
生
の
ひ
と
り
が
、
太
宰
治
で
あ
っ
た
。

　

太
宰
治
は
「
帝
國
大
學
新
聞
」
に
、
五
作
品
を
寄
稿
し
て
い
る
。
後
に
小
説
「
逆
行
」
の
一
部
と
な
っ
た
「
盗
賊 　
　

（
コ
ン
ト
）」（
一
九
三
五
・
一
〇
・
七
、
第
九
面
）
を
筆
頭
に
、「
校
長
三
代 　
　
 
弘
前
＝
校
長
検
事
局
へ
行
く
」（
一
九
三

八
・
一
〇
・
三
一
、
第
八
面
）、「
正
直
ノ
オ
ト
」（
一
九
三
九
・
五
・
一
五
、
第
七
面
）、「
欝
屈
禍
」（
一
九
四
〇
・
二
・
一

二
、
第
七
面
）、「
独
語
い
つ
時
」（
一
九
四
〇
・
一
一
・
二
五
、
第
六
面
）
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
こ
れ
ら
五
作
品
を
発
表
す
る
以
前
、「
帝
國
大
學
新
聞
」
紙
上
に
、
太
宰
の
本
名
が

�

�

�

一
度
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
二
五
日
・
第
二
面
の
「
法
文
合
格
者
氏
名
」
欄
、
す
な
わ
ち
、

大
学
合
格
者
の
氏
名
が
全
面
に
掲
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
同
面
の
「
文
学
部
（
四
百
七
名
）」・「
仏
蘭
西
文
学
科
（
二

十
三
名
）」
の
欄
を
見
る
と
、《
津
島
修
治
（
弘
前
）》
と
い
う
形
で
、
氏
名
と
出
身
高
等
学
校
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
実
を
端
緒
に
し
た
と
き
、
本
媒
体
の
特
性
と
太
宰
治
と
の
関
係
が
徐
々
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
「
帝
國
大
學
新
聞
」
は
、「
新
学
士
就
職
状
況
」
欄
が
毎
年
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、《
在
学
生
と
先
輩
を
つ
な
ぐ
》（
長
谷
川
泉

「
帝
國
大
學
新
聞
」『
日
本
近
代
文
学
大
事
典 
第
五
巻
』
一
九
七
七
・
一
一
、
講
談
社
）
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
旧
制
高
等
学
校
と
太
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
特
に
、
入
学
試
験
の
情
報

に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
年
の
入
試
問
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
高
校
別
東
大
入
学
率
一
覧
」
欄
や
、
先
に
挙
げ
た
「
合

格
者
氏
名
」
欄
、
葉
書
で
試
験
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
応
じ
る
「
入
試
相
談
」
の
コ
ー
ナ
ー
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

ほ
か
、
各
高
校
の
ニ
ュ
ー
ス
も
定
期
的
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
旧
制
高
校
の
学
生
を
、
読
者
層
と
し
て
強
く
意
識
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
う
し
た
「
帝
國
大
學
新
聞
」
の
特
色
は
、
太
宰
治
が
寄
稿
し
た
作
品
に
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。「
校
長
三
代 
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弘
前
＝
校
長
検
事
局
へ
行
く
」
は
、
副
題
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
旧
制
弘
前
高
等
学
校
に
つ
い
て
記
し
た
エ
ッ
セ
イ

で
あ
り
、「
高
校
今
昔
の
横
顔
」
と
い
う
特
集
記
事
の
第
一
六
回
目
、
記
事
の
上
部
に
は
弘
前
高
校
の
俯
瞰
の
写
真
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
正
直
ノ
オ
ト
」
で
は
《
帝
大
の
構
内
》
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、「
欝
屈
禍
」
で
も
《
こ
の
新
聞

（
帝
大
新
聞
）
の
編
輯
者
は
、
私
の
小
説
が
、
い
つ
も
失
敗
作
ば
か
り
で
伸
び
切
つ
て
ゐ
な
い
の
を
聡
明
に
も
見
て
と
つ
た

に
違
ひ
な
い
》
と
、
冒
頭
で
自
己
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
太
宰
は
「
帝
國
大
學
新
聞
」
に
寄
稿
す
る
際
、 
媒
体 
の

�
�
�
�

性
質
を
特
に
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
だ
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
号
の
特
集
で
あ
る
〈『
晩
年
』
前
後
〉
に
合
致
す
る
作
品
、「
盗
賊
」
に

焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
創
作
集
『
晩
年
』
刊
行
時
、
第
一
回
芥
川
賞
候
補
に
も

な
っ
た
小
説
「
逆
行
」
の
一
部
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
掌
編
の
順
は
「
蝶
蝶
」「
盗
賊
」「
決
闘
」「
く
ろ
ん
ぼ
」
で
あ
り
、
あ

る
男
の
晩
年
・
大
学
時
代
・
高
校
時
代
・
少
年
時
代
を
、
ま
さ
に
〈
逆
行
〉
し
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
時
間
的
逆
行
は
、
東
郷
克
美
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
晩
年
』
自
体
を
、
あ
る
い
は
〈
太
宰
治
と
い
う
物

語
〉
を
紡
ぐ
、
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
（『
太
宰
治
と
い
う
物
語
』
二
〇
〇
一
・
三
、
筑
摩
書
房
）。

　

こ
の
よ
う
に
、『
晩
年
』
の
一
部
、
或
い
は
「
逆
行
」
の
一
部
と
し
て
見
た
と
き
、〈
逆
行
と
変
身
〉
と
い
う
効
果
を
演
出

す
る
一
翼
を
担
っ
た
重
要
な
掌
編
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
盗
賊
」
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
背
景
を
「
帝
國
大
學
新

聞
」
へ
と
移
し
た
と
き
に
は
、
ま
た
違
っ
た
色
彩
を
帯
び
て
い
く
。

　

旧
制
高
校
生 　
　
 
帝
大
在
学
生 　
　
 
卒
業
生
の
間
を
つ
な
ぎ
、
特
に
高
校
生
へ
の
受
験
情
報
に
力
を
入
れ
て
い
た
「
帝

國
大
學
新
聞
」
と
い
う 
媒
体 
の
中
で
、《
菊
花
の
御
紋
章
》、《
並
木
路
》、《
化
粧
煉
瓦
》、《
講
堂
》、《
電
気
時
計
》、《
銅
像
》、

�
�
�
�

《
庭
園
》
と
い
っ
た
帝
大
構
内
の
様
子
の
ほ
か
、
学
生
の
姿
、
教
授
の
姿
、
試
験
時
の
教
室
、
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
等
々
、
太

宰
に
は
珍
し
い
過
剰
な
ま
で
の
情
景
描
写
が
為
さ
れ
た
「
盗
賊
」
は
、
見
事
な
帝
大
の
紹
介
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し

同
時
に
、《
こ
と
し
落
第
と
き
ま
つ
た
。
そ
れ
で
も
試
験
は
受
け
る
の
で
あ
る
》
と
い
う
一
節
か
ら
始
ま
る
こ
の
掌
編
は
、
明

ら
か
に
異
彩
を
放
っ
て
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
盗
賊
」
と
い
う
掌
編
は
、
そ
の
背
景
を
『
晩
年
』
や
「
逆
行
」
か
ら
「
帝
國

大
學
新
聞
」
へ
と
移
し
た
と
き
、 
媒
体 
の
特
性
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
微
妙
な
差
異
化
を
図
っ
た
作
品
と
し
て
、
ま
た
新

�
�
�
�

た
な
輝
き
を
放
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。


